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1．はじめに

近年，観光産業が盛んであり旅行者，観光スポッ
トが増大している．旅行者は膨大な観光スポットか
ら自分の好みに合った観光スポットを選択する必要
がある．本研究では，ユーザが観光スポットを地図
で探している際，どのような周辺情報を提示するこ
とで観光スポットへの興味を誘発できるかを検証す
る．評価指標としては特にセレンディピティに着目
しており，つまり，本来目的としていた観光スポッ
ト以外に魅力あるスポットを発見できるか，という
ことを目的とする．

2．提案システム

提案システムのインターフェースは大きく地図表
示部と周辺情報表示部に分けられる．周辺情報提示
部には，地図表示部に表示されている周辺に関する
情報が提示される．システム構成として下記に処理
手順を示す．
（1）スポットに関する情報をデータベースに登録
（2）地図の中心座標を基に周辺領域の座標を算

出，領域内の情報をデータベースから取得
（3）取得した情報を集約
（4）集約した情報を周辺情報提示部に表示

3．評価実験

3.1 比較手法
比較手法を下記に示す．
GM：GoogleMaps（デフォルト）
S：周辺観光スポット名複数表示
SP：周辺観光スポット名および関連特徴語表示

ベースラインを GM とし，手法 S は周辺のスポ
ット名を n 件取得し表示する．本実験では n＝5と
する．手法 SP は周辺のスポット名を一件表示し，
そのまわりにスポットに関連する特徴語を表示す
る．

3.2 実験方法
実験方法は，まず被験者（10人）にシステムを
使用する時のシチュエーションとなるタスクを与え
る．
「あなたは週末旅行へ行こうと思っています．そ
の時，Tn は確定しています．システムを使って周
辺を探索し，気になったスポットをメモしてくださ
い」

T 1：目的地が一ヵ所決定している
T 2：目的地が二ヵ所決定している
T 3：地域のみ決定している
メモした各スポットに対して下記の質問に答えて
もらい評価を行った．なお，Q 1, Q 2は「YES/

NO」，Q 3, Q 4は Q 1, Q 2が共に NO と回答した時
のみ答えてもらった．

Q 1：そのスポットについて元々知っていたか
Q 2：そのスポットに行ったことがあるか
Q 3：今回の旅行で立ち寄ってみたいか
Q 4：将来立ち寄ってみたいか

3.3 実験結果

質問からセレンディピティに関する数値の平均を
取り図 1に示す．項目は左から順に，Q 1, Q 2に対
しともに「NO」と回答したスポット数，Q 3の平
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図 1 セレンディピティに関する項目の平均評価値
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均評価値，Q 4の平均評価値である．図 1より，タ
スクの目的地が不明確な時ほどセレンディピティな
スポットが発見できたとわかる．これは，地図を動
かす範囲が広いため，周辺に提示している情報がめ
まぐるしく変化したことにより，目新しさがありス
ポットが見つかったのだと考えられる．つまり，目
的地が不明確な時に提案手法は有効であるといえ
る．

4．本研究のまとめ

本研究ではセレンディピティな観光スポットを推
薦するにはどのような情報を与えればよいか比較検

証した．今後，別の情報を与えた場合を検証し，周
辺情報として最も適格な情報を追及する．

5．おわりに

上記の内容でポスター発表を行った結果，コメン
トとして地図インタフェースに表示されるスポット
名をクリックすると中心座標がそこへ移動する，ジ
ャンルで推薦されるスポットをフィルターかけられ
ると実用性が高まる，といったコメントをいただい
た．私自身もその意見には非常に賛成であり，今後
の研究でそれらの機能を付け足すことを検討してい
る．
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